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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

一
八
〇
︱
一
九
六
頁

山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
雑
書
篇
訳
注（
三
）

岸
田
知
子

一
、
テ
キ
ス
ト
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）

本
を
参
照
し
た
。

一
、
漢
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
、
シ
テ
を
記
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。
平

仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
底
本
の
欄
外
書
き
込
み
は
（
欄
外
：
）
と
し
て
該
当
箇
所
に

挿
入
し
た
。

一
、［　

］
は
底
本
で
は
章
末
に
あ
る
。
別
本
に
拠
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
岩
波
本
に
従
っ
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。
な
お
、
注
は
な
る

べ
く
わ
か
り
や
す
く
詳
し
く
書
い
た
。

九
、
地
名
・
官
名
（
下
）

　

ス
ヘ
デ
①

漢
字
ヲ
和
訓
ニ
当
テ
タ
ル
ハ
、
此
字
ニ
限
ラ
ズ
、
禽

獣
・
草
木
ノ
名
ニ
テ
モ
、
器
物
言
語
ノ
名
ニ
テ
モ
、
当
ラ
ヌ
コ
ト

多
シ
。
桜
ト
海か

い

棠ど
う

②
ニ
テ
モ
ミ
ル
ベ
シ
。
コ
レ
ヲ
以
テ
ミ
レ
バ
、

漢
法
③

ニ
改
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
国
ト
云
ハ
ズ
シ
テ
州
ト
云
テ
当

ル
也
。
シ
カ
レ
ド
モ
今
日
本
国
名
ハ
二
字
ニ
テ
、
略
シ
テ
イ
ヘ
バ

ソ
ノ
一
字
ヲ
ト
リ
テ
州
ノ
字
ヲ
付
ル
也
。
国
制
ニ
戻も

と

リ
テ
④

式し
き
し
ょ
う正

⑤
ノ
書
ニ
ハ
用
ユ
ベ
カ
ラ
サ
レ
ド
モ
、
詩
文
ナ
ド
ニ
ハ
誤

ニ
ア
ラ
ズ
。
又
州
ノ
字
ノ
処
ヘ
陽
ノ
字
ヲ
用
ユ
ル
ハ
大お

お
い

ニ
誤
レ

リ
。
漢
土
ノ
地
名
ハ
山
北
ヲ
陰
ト
シ
、
山
南
ヲ
陽
ト
シ
、
水
北
ヲ

陽
ト
シ
、
水
南
ヲ
陰
ト
シ
テ
⑥

、
ミ
ナ
ソ
ノ
山
水
ノ
陰
陽
ニ
ア
リ

テ
、
其
名
正
シ
キ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
学
者
徒

イ
タ
ツ
ラニ

漢
人
ニ
似
セ
ン

（ 180 ）



ガ
為
ニ
、
国
名
・
地
名
ノ
首

カ
シ
ラ

字
ニ
陽
ノ
字
ヲ
加
ヘ
テ
得
タ
リ
ト

ス
。
太だ

宰ざ
い

氏
ノ
信
陽
⑦

ナ
ド
ハ
当
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
陰
陽
ハ
山

水
ニ
限
ル
。
国
名
・
地
名
ニ
陽
ヲ
ツ
ク
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

大
抵
ノ
書
ニ
摂せ

つ
よ
う陽

・
武ぶ

陽よ
う

・
崎き

陽よ
う

⑧
ナ
ド
ヽ
ス
ル
コ
ト
大
キ
ナ
ル

僻ヒ
ガ

コ
ト
ナ
リ
。
シ
カ
フ
シ
テ
ツ
イ
ニ
陰
ト
字
ヲ
書か

き

タ
ル
ヲ
見
ザ
ル

ナ
リ
。
竹
山
先
生
文
集
ヲ
鄭沙て

ん

陰い
ん
し
ゅ
う

集
ト
云
ハ
鄭沙

水
ノ
南
ニ
居
ル
⑨

ヲ

以
テ
也
。
コ
レ
コ
レ
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
ベ
シ
。
其
他
ノ
学
者
唯た

だ

風
雅

ニ
シ
漢
ニ
擬ぎ

セ
ン
ガ
タ
メ
ニ
、
鑿ウ

ガ

チ
求
メ
テ
書か

く

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
漢

風
ニ
モ
当
ラ
ザ
レ
バ
、
尚な

お

サ
ラ
ニ
辱ハ

ヅ

ベ
キ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
人
ノ

姓
名
ト
テ
モ
亦ま

た

シ
カ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
今
我
国
ノ
礼
ニ
、
片カ

タ

名
ミ
ョ
ウ

字ジ

⑩
ト
云
コ
ト
ア
リ
テ
、
二
字
・
三
字
姓
ノ
一
字
ヲ
書
テ
敬
ト
ス

ル
コ
ト
モ
ア
レ
バ
、
コ
レ
ハ
咎と

が

ム
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
自み

ず

カ

ラ
一
字
ヲ
以
テ
云
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
ナ
リ
。
物ぶ

つ
も
け
い

茂
卿
⑪

・

片へ
ん
ゆ
う猷

⑫
ナ
ド
ノ
類
ナ
リ
。
式
正
ノ
コ
ト
ニ
ハ
尚な

お

以も
っ

テ
ナ
キ
コ
ト
ナ

リ
。
藤
原
氏
ノ
支
流
追お

い

々お
い

ニ
地
名
ニ
藤
ヲ
加
ヘ
テ
、
加
藤
・
進
藤

ト
云
ノ
ル
イ
ハ
、
姓
ヲ
給た

ま
わル

、
或
ハ
別
号
ヲ
立た

つ

ル
ノ
代カ

ハ

リ
ナ
リ
。

宦
官
⑬

ニ
テ
ハ
相

し
ょ
う

国こ
く

⑭
・
宰
相
⑮

ナ
ド
ハ
本
名
ニ
ア
ラ
ズ
。
京け

い

師し

⑯
ニ
テ
参さ

ん

議ぎ

⑰
ノ
任
ヲ
、
武
家
ニ
テ
宰
相
ト
ス
。
納の

う
ご
ん言

⑱
ハ
舜

典
ニ
出
テ
雅
名
ナ
ル
ヲ
、
却か

え
っテ

雅
ニ
セ
ン
ガ
為
ニ
黄こ

う

門も
ん

⑲
ト
云
。

口
ヲ
シ
キ
コ
ト
也
。
相
国
・
黄
門
・
宰
相
ノ
廣
名
⑳

ハ
、
京
師
ニ

テ
ハ
実
用
ナ
シ
。
任
宦
ノ
ト
キ
ノ
宣せ

ん

命み
ょ
う

㉑
・
位い

き記
㉒

ニ
ナ
キ
コ

ト
也
。
ス
ベ
テ
学が

く

文も
ん

㉓
ヲ
ス
ル
ニ
ハ
、
忠
孝
・
仁
義
ノ
道
、
身
ヲ

脩
メ
国
天
下
ヲ
治
ル
㉔

ノ
コ
ト
ニ
ハ
、
聖
人
ノ
道
ヲ
学
ビ
テ
行
フ

ベ
シ
。
漢
土
ノ
書
ナ
ラ
デ
ハ
、
聖
賢
ノ
善
行
・
嘉か

げ
ん言

ヲ
学
ブ
コ
ト

ナ
シ
。
ソ
ノ
余
ノ
制
度
・
文
物
ハ
、
漢
土
ノ
ミ
宜よ

ろ
しキ

ニ
ア
ラ
ズ
。

日
本
ハ
日
本
ノ
制
度
・
風
俗
ア
レ
バ
、
他
国
ノ
法
ヲ
用
ヒ
テ
我
邦

ノ
法は

っ

度と

ヲ
犯
ス
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
只た

だ

文
ニ
ノ
ゾ
ミ

テ
風
雅
ニ
セ
ン
ガ
為
、
又
ハ
我
国
法
・
風
俗
ヲ
鄙イ

ヤ

シ
キ
ト
シ
テ
、

無
理
ニ
漢
土
ヘ
引
付
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
学
者
通つ

う
へ
い病

㉕
也
。
然
レ

ド
モ
古
ヘ
我
邦
、
文
化
㉖

イ
マ
ダ
開
ケ
ザ
ル
ノ
ト
キ
ニ
ア
リ
テ
ハ

風
俗
野や

鄙ひ

㉗
甚
シ
。
故
ニ
中
古
、
唐ト

ウ

ヲ
移
シ
テ
コ
レ
ヲ
学
ブ
。
宮

室
・
衣
服
・
官
職
・
郡
県
ノ
制
マ
デ
、
学
バ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
サ

テ
ソ
ノ
後
ノ
風
俗
ト
云
モ
ノ
ハ
、
大
抵
学
ビ
得
タ
ル
風
俗
也
。
ソ

ノ
学
ビ
タ
ル
ニ
モ
訛ア

ヤ
マ
リ謬

㉘
ア
リ
。
又
故こ

俗ぞ
く

㉙
ノ
残
リ
タ
ル
モ
ア
リ
。

下
ニ
在あ

り

テ
心
ア
ル
モ
ノ
、
制
度
ヲ
正
ス
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
風
俗
ヲ

革ア
ラ
タム

ル
コ
ト
カ
ナ
ハ
ズ
。
セ
メ
テ
文
詞
㉚

ノ
間
ニ
テ
ナ
リ
ト
モ
、

訛
謬
ヲ
引
直
シ
、
鄙ひ

陋ろ
う

㉛
ヲ
免ま

ぬ
かレ

ン
ト
ス
ル
モ
、
亦
悪に

く

ム
ベ
キ
ニ

モ
ア
ラ
ズ
。
シ
カ
レ
ド
モ
ソ
ノ
中
ニ
、
漢
ニ
モ
合
ズ
、
国
法
ニ
モ

背
ク
ハ
、
憎ニ

ク

ム
ベ
キ
ナ
リ
。
本も

と

ヨ
リ
文
華
少
キ
国
ナ
レ
バ
、
カ
ヽ

ル
文
辞
ノ
コ
ト
ニ
制
禁
・
国
法
モ
ナ
シ
。
マ
シ
テ
武
家
ト
ナ
リ
テ

ヨ
リ
、
唐
ヲ
移
シ
タ
ル
風
俗
モ
亦
一
転
シ
タ
リ
。
今
ハ
今
ノ
風
俗

ナ
リ
。
コ
レ
又
我
邦
ハ
ヘ
ヌ
キ
㉜

ノ
風
俗
ト
思
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
文

雅
㉝

少
シ
ナ
リ
ト
モ
、
力チ

カ
ラノ

及
ブ
ダ
ケ
ハ
矯タ

メ
ナ
オ直

シ
㉞

タ
ク
思
フ
モ

無
理
ニ
ア
ラ
サ
レ
ド
モ
、
ソ
ノ
中
ニ
是ぜ

ア
リ
、
非
ア
リ
。
羹

ア
ツ
モ
ノニ
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懲コ

リ
テ
韲ニ

ラ
㉟

ヲ
吹フ

ク
㊱

ハ
亦
学
力リ

キ

ノ
及
バ
ザ
ル
処
カ
。

【
注
】

① 

「
ス
ベ
テ
」
の
書
き
誤
り
。

② 

漢
字
の
「
桜
」
は
ユ
ス
ラ
ウ
メ
の
こ
と
。
日
本
で
い
う
サ
ク
ラ

に
は
中
井
竹
山
と
そ
の
子
碩
果
は
「
海
棠
」
の
字
を
当
て
、
中

井
履
軒
は
「
樺
」
の
字
を
当
て
て
い
る
。
な
お
、
履
軒
の
著
作

に
は
『
左
九
羅
帖
』
と
い
う
動
植
物
図
鑑
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭

に
「
樺　

青
鳥
」
の
絵
、
次
に
「
黄
鳥　

海
棠
」
が
描
か
れ
て

い
る
。

③ 

底
本
で
は
「
漢
法
」。
し
か
し
岩
波
本
で
は
「
漢
語
」
と
し
、

頭
注
に
「
Ｂ
本
（
日
比
谷
図
書
館
蔵
本
）
は
『
漢
法
』」
と
あ

る
。

④ 

「
も
と
る
」
は
そ
む
く
、
さ
か
ら
う
の
意
。

⑤ 

本
式
。
正
式
。

⑥ 

『
説
文
解
字
』
に
は
「
陰
、
闇
也
、
水
之
南
、
山
之
北
也
」
と

あ
る
。
つ
ま
り
、
川
の
南
、
山
の
北
を
陰
と
い
う
。
し
た
が
っ

て
、
逆
に
川
の
北
、
山
の
南
を
陽
と
い
う
の
で
あ
る
。

⑦ 

荻
生
徂
徠
の
門
人
太
宰
春
台
は
信
濃
の
人
。
信
濃
を
信
陽
と
呼

ぶ
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

⑧ 

摂
津
・
武
蔵
・
長
崎
の
こ
と
。

⑨ 

鄭沙
水
は
淀
川
の
こ
と
。「
よ
ど
む
」
の
意
を
取
っ
て
澱で

ん
こ
う江

と
も

い
い
、
音
通
で
奠
（
鄭沙

）
江
と
も
。
竹
山
の
住
居
す
な
わ
ち
懐

徳
堂
は
、
当
時
の
淀
川
（
現
在
の
大
川
）
が
中
之
島
を
挟
ん
で

分
か
れ
た
南
側
の
土
佐
堀
川
の
南
に
位
置
し
て
い
た
。
な
お
、

竹
山
の
文
集
は
ふ
つ
う
『
奠
陰
集
』
と
書
く
。

⑩ 

名
字
を
略
し
て
い
う
こ
と
。
特
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
書

状
の
宛
名
に
相
手
方
の
名
字
を
略
し
て
一
字
書
き
に
す
る
の
は

尊
敬
の
意
を
表
し
た
。

⑪ 
荻
生
徂
徠
。
本
姓
は
物
部
氏
で
あ
る
と
し
物
茂
卿
を
名
乗
っ

た
。
茂
卿
は
あ
ざ
な
。

⑫ 

片
山
北
海
。
名
は
猷
。
江
戸
中
期
の
儒
者
。
大
坂
で
開
塾
。
詩

図
版　

中
井
履
軒
『
左
九
羅
帖
』
よ
り

（ 182 ）



を
よ
く
し
混
沌
詩
社
を
主
宰
し
た
。

⑬ 
官
吏
の
意
で
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の
意
。

⑭ 

秦
代
に
設
置
さ
れ
た
官
で
、
初
め
は
丞
相
の
上
位
に
あ
っ
た

が
、
の
ち
丞
相
と
同
意
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
太
政
大
臣
の
別

称
。

⑮ 

天
子
を
補
佐
し
百
官
を
統
べ
る
大
臣
。
日
本
で
は
参
議
を
指

す
。
ま
た
現
在
で
は
総
理
大
臣
を
い
う
。

⑯ 

天
子
の
都
。
な
お
、
晋
の
と
き
「
師
」
が
天
子
の
諱
で
あ
っ
た

た
め
「
京
都
」
に
改
め
ら
れ
た
。

⑰ 

元
・
明
・
清
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
官
名
。
日
本
で
は
太
政
官

（
中
央
官
庁
）
で
大
臣
・
大
納
言
に
次
ぐ
官
。

⑱ 

『
書
経
』
舜
典
に
「
命
汝
、
作
納
言
、
夙
夜
出
納
朕
命
、
惟
允

（
汝
に
命
ず
、
納
言
と
作な

り
、
夙
夜
に
朕
の
命
を
出
納
し
、
惟こ

れ
允ま

こ
と

な

れ
）」
と
あ
る
。
こ
の
文
な
ら
び
に
注
に
よ
る
と
納
言
は
天
子

の
言
葉
を
下
に
伝
え
、
下
の
言
葉
を
天
子
に
取
り
次
ぐ
官
。
日

本
で
は
太
政
官
の
官
職
の
名
で
大
中
小
の
各
納
言
を
総
称
す

る
。

⑲ 

唐
の
三
省
の
一
つ
、
門
下
省
は
詔
勅
の
審
議
を
す
る
官
庁
で
、

長
官
を
侍
中
、
次
官
を
黄
門
侍
郎
と
い
っ
た
。
日
本
で
は
中
納

言
の
こ
と
。

⑳ 

「
唐
名
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
岩
波
本
は
「
唐
名
」
と
し
て
い

る
。

㉑ 

天
皇
の
命
令
を
宣
べ
聞
か
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
文
書
。
詔

書
の
一
形
式
で
こ
の
文
体
を
宣
命
体
と
い
う
。

㉒ 

叙
位
の
旨
を
記
し
て
天
皇
が
授
与
す
る
文
書
。

㉓ 

書
物
を
学
ぶ
こ
と
。『
論
語
』
学
而
篇
に
「
行
有
余
力
、
則
以

学
文
（
行
ひ
て
余
力
有
れ
ば
、
則
ち
文
を
学
ぶ
）」
と
あ
る
。
広
く
学

問
の
意
と
と
ら
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

㉔ 

『
中
庸
』「
修
身
斉
家
、
治
国
平
天
下
（
身
を
修
め
家
を
斉
へ
、
国

を
治
め
天
下
を
平
ら
ぐ
）」。

㉕ 

一
般
に
見
ら
れ
る
悪
い
癖
。

㉖ 

岩
波
本
は
「
文
」
と
し
、
頭
注
に
「
Ｂ
本
『
文
華
』」
と
あ
る
。

㉗ 

い
な
か
じ
み
て
い
て
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

㉘ 

「
訛
」
も
「
謬
」
も
あ
や
ま
り
の
意
。「
誤
謬
」
と
同
じ
。

㉙ 

古
俗
。
古
い
風
俗
、
風
習
。

㉚ 

岩
波
本
は
「
文
辞
」。

㉛ 

い
な
か
じ
み
て
程
度
が
低
い
。
見
識
な
ど
が
あ
さ
は
か
な
こ

と
。

㉜ 

そ
の
地
で
生
ま
れ
ず
っ
と
そ
こ
で
成
長
し
た
こ
と
。

㉝ 
み
や
び
や
か
。
文
事
に
す
ぐ
れ
て
風
流
な
こ
と
。

㉞ 
「
矯
直
す
」
は
矯
正
と
同
じ
。
ま
が
っ
て
い
る
も
の
を
ま
っ
す

ぐ
に
す
る
こ
と
。

㉟ 

底
本
で
は
「
ニ
ラ
」
と
仮
名
を
振
る
が
、
こ
の
字
は
「
な
ま

す
」。
ニ
ラ
は
「
韮
」。
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㊱ 

『
楚
辞
』
九
章
に
「
懲
於
羹
者
而
吹
韲
兮
、何
不
変
此
之
志
也
」

と
あ
る
。「
羹

あ
つ
も
の」

と
は
熱
い
ス
ー
プ
、「
韲な

ま
す」

は
「
膾
」
と
も

書
き
、
生
肉
を
細
か
く
切
っ
た
冷
た
い
料
理
。
失
敗
に
こ
り
て

用
心
し
す
ぎ
る
譬
え
。

【
現
代
語
訳
】

　

す
べ
て
漢
字
を
和
訓
に
当
て
は
め
た
も
の
は
、
こ
の
字
に
限
ら

ず
、
鳥
獣
や
草
木
の
名
で
も
器
物
や
言
語
の
名
で
も
該
当
し
な
い

も
の
が
多
い
。
桜
と
海
棠
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
「
ク
ニ
」
は
、
漢
字
に
改
め

る
な
ら
ば
、
国
と
い
わ
な
い
で
州
と
い
う
の
が
当
た
る
。
し
か

し
、
現
在
の
日
本
の
国
名
は
二
文
字
な
の
で
、
略
し
て
一
字
を
採

り
州
の
字
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
の
「
国
」
の
制
に
は
背

い
て
い
て
正
式
の
書
に
は
用
い
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
詩
文
な

ど
で
は
誤
り
で
は
な
い
。

　

ま
た
州
の
字
の
と
こ
ろ
に
陽
の
字
を
用
い
る
の
は
大
き
な
誤
り

で
あ
る
。
中
国
の
地
名
は
山
の
北
を
陰
と
し
、
山
の
南
を
陽
と

し
、
川
の
北
を
陽
と
し
、
川
の
南
を
陰
と
し
て
、
陰
陽
の
つ
く
地

名
は
ど
れ
も
そ
の
山
や
川
の
陰
陽
に
あ
っ
て
、
そ
の
名
は
正
し
い

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
者
た
ち
は
い
た
ず
ら
に
中
国
人
に
似

せ
よ
う
と
し
て
、
国
名
や
地
名
の
上
の
字
に
陽
の
字
を
加
え
て

「
得
た
り
（
う
ま
く
で
き
た
）」
と
思
っ
て
い
る
。
太
宰
氏
の
信
陽

な
ど
は
当
た
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
陰
陽
を
つ
け
て
い
う
の
は

山
と
川
に
限
ら
れ
て
い
る
。
国
名
や
地
名
に
陽
を
付
け
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
た
い
て
い
の
書
に
摂
陽
・
武
陽
・
崎
陽
な
ど
と
す

る
こ
と
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
陰
の
字
を
書
い
た

の
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
竹
山
先
生
の
文
集
を
『
奠
陰
集
』
と
い

う
の
は
、
奠
水
（
淀
川
）
の
南
に
住
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
こ
そ
、「
得
た
り
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
学
者
が
た

だ
風
雅
に
見
せ
よ
う
と
中
国
風
に
な
ぞ
ら
え
る
た
め
に
あ
れ
こ
れ

探
し
求
め
て
書
い
た
と
し
て
も
、
中
国
風
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

の
は
、
な
お
さ
ら
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

人
の
姓
名
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
現
在
の

我
が
国
の
礼
と
し
て
、
片
名
字
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
二
字
や

三
字
の
姓
の
一
字
を
書
い
て
敬
意
を
示
す
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
咎
め
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
自
分
か
ら
一
字

に
し
て
言
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
物
茂
卿
・
片
猷
な
ど

の
類
い
で
あ
る
。
正
式
な
場
合
に
は
な
お
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
藤
原
氏
の
支
流
は
時
代
が
下
る
ご
と
に
地
名
に
藤

の
字
を
加
え
て
、
加
藤
・
進
藤
と
い
う
類
い
は
、
姓
を
賜
っ
た
り

別
号
を
立
て
る
代
わ
り
で
あ
る
。

　

官
名
で
は
相
国
や
宰
相
な
ど
は
本
式
の
名
称
で
は
な
い
。
都
で

参
議
に
当
た
る
任
務
を
武
家
で
は
宰
相
と
い
う
。
納
言
は
『
書

経
』
舜
典
に
出
て
き
て
、
み
や
び
な
名
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
み
や
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び
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
黄
門
と
い
う
の
は
、
口
惜
し
い
こ
と

で
あ
る
。
相
国
・
黄
門
・
宰
相
と
い
っ
た
中
国
名
は
、
日
本
の
都

で
は
実
際
に
使
用
さ
れ
ず
、
任
官
の
と
き
の
宣
命
や
位
記
に
も
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

す
べ
て
学
問
を
す
る
に
は
忠
孝
・
仁
義
の
道
を
、
わ
が
身
を
修

め
天
下
国
家
を
治
め
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
は
聖
人
の
道
を
、
学
ん

で
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
の
書
物
で
な
け
れ
ば
、
聖
賢
の
よ

い
行
い
や
立
派
な
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
の

制
度
・
文
物
は
、
中
国
だ
け
が
よ
い
と
は
い
え
な
い
。
日
本
に
は

日
本
の
制
度
・
風
俗
が
あ
る
の
で
、
他
国
の
法
を
採
用
し
て
我
が

国
の
法
則
を
犯
す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
文
の
上
で
風
雅
に
し
よ
う
と
し
て
、
ま
た
は
我
が
国
の
法
や

風
俗
を
い
や
し
い
も
の
と
し
て
、
無
理
に
中
国
に
引
き
つ
け
よ
う

と
す
る
こ
と
は
、
学
者
に
一
般
に
見
ら
れ
る
悪
い
癖
で
あ
る
。
し

か
し
、
昔
の
日
本
の
、
文
化
が
ま
だ
開
い
て
い
な
い
と
き
に
あ
っ

て
は
、
風
俗
は
は
な
は
だ
田
舎
じ
み
て
卑
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

中
古
に
あ
っ
て
は
唐
の
文
化
を
移
入
し
て
学
ん
だ
。
宮
室
・
衣

服
・
官
職
・
郡
県
の
制
度
ま
で
学
ば
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
さ

て
そ
の
後
の
日
本
の
風
俗
と
い
う
も
の
は
、
た
い
て
い
中
国
か
ら

学
ん
だ
風
俗
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
ん
だ
も
の
に
も
誤
り
が
あ
っ
た

し
、
ま
た
古
い
日
本
の
風
俗
の
残
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
地
位
が

低
く
心
あ
る
者
は
、
制
度
を
正
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
風

俗
を
改
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
せ
め
て
言
葉
の
上
で
だ
け

で
も
と
、
誤
り
を
正
し
、
田
舎
臭
さ
を
免
れ
よ
う
と
し
た
と
し
て

も
、
憎
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
中
国
の
制

度
に
も
合
わ
ず
、
日
本
の
制
度
に
も
背
く
も
の
が
あ
る
の
は
憎
む

べ
き
で
あ
る
。
も
と
も
と
文
化
の
少
な
い
国
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
の
上
の
こ
と
に
禁
制
や
法
則
も
な
い
。
ま
し
て
、
武

家
の
世
の
中
に
な
っ
て
、
唐
か
ら
移
入
し
た
風
俗
も
ま
た
一
転
し

た
。
現
在
は
現
在
の
風
俗
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
我
が
国
生
来
の
風

俗
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
風
雅
さ
を
少
し
だ
け
で
も
、
力
の
及

ぶ
範
囲
で
矯
正
し
た
い
と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
が
、
そ
の
中
に

正
し
い
こ
と
も
あ
れ
ば
間
違
い
も
あ
る
。
羹
に
懲
り
て
膾
を
吹
く

よ
う
に
、
用
心
し
す
ぎ
て
な
か
な
か
正
し
く
直
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
学
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

十
、
漢
字
の
意
味
の
変
化

常
ニ
馴ナ

ル
ヽ
言
ヲ
賤い

や

シ
ミ
、
珍メ

ヅ
ラシ

キ
語
ヲ
貴
ブ
ハ
、
亦ま

た

古
今
ノ
通

情
ナ
リ
。
雅が

①
ハ
常つ

ね

ナ
リ
、
鴉カ

ラ
スハ

常
ニ
見
ナ
レ
タ
ル
鳥
ユ
ヘ
常
ノ

義
ア
リ
。
鴉か

ら
す・

雅
ノ
字
通
用
ス
。
常
ニ
行
フ
ニ
ヨ
リ
テ
雅
ト
云い

う

コ

ト
ニ
テ
、
雅
ハ
常
行
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
平
生
ノ
風
俗
ノ
コ
ト

ヲ
ノ
ベ
タ
ル
詩
ヲ
ヨ
セ
タ
ル
ヲ
雅
ト
云い

い

、
風ふ

う

ト
云
②

。
シ
カ
ル
ニ
、

コ
レ
ヨ
リ
コ
ノ
字
ノ
位
、
貴
ト
ク
ナ
リ
テ
、
却か

え
っテ

常
ニ
ア
ラ
ザ
ル
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高コ
ウ

古コ

③
・
典テ

ン
セ
イ正

④
・
風
流
ノ
義
ヲ
風
雅
ト
云
テ
、
凡ホ

ン
ヨ
ウ庸

・
平
常
・

鄙
俗
ノ
反
対
ト
ナ
リ
タ
リ
。

後
世
ニ
テ
モ
殿と

の
さ
ま様

⑤
ノ
字
、
又
ハ
貴き

公こ
う

⑥
ノ
字
、
恐
惶
⑦

・
安
全
・

安
泰
・
勇
健
・
堅
固
・
無
事
⑧

ノ
ル
イ
、
御ぎ

ょ

意い

⑨
ノ
字
、
忝

か
た
じ
け
な
し・

辱か
た
じ
け
な
し

⑩
・
冥

み
ょ
う

加が

⑪
・
難あ

り
が
た
し有

⑫
ノ
ル
イ
、
ミ
ナ
〳
〵
用
ヒ
方
違

ヒ
タ
リ
⑬

。
其
外
ア
ゲ
テ
計か

ぞ

フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
何い

ず

レ
ヲ
⑭

モ
ナ
レ
タ

ル
ハ
賤い

や
しリ

ナ
リ
ヲ
⑮

、
珍
ラ
シ
キ
ハ
貴
ト
ク
ナ
ル
コ
ト
世
ノ
ア
リ

ナ
マ
⑯

ナ
リ
。

始
メ
湯ゆ

ヨ
リ
上あ

が

リ
テ
、
湯ゆ

殿ど
の

⑰
ノ
板い

た
の
ま間

ヘ
シ
キ
タ
ル
布
ヲ
風ふ

呂ろ

鋪し
き

ト
云
テ
、
ソ
ノ
上
ニ
居
テ
身
体
ヲ
フ
ク
モ
ノ
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
無
用

ノ
寸と

き

ハ
手て

拭ぬ
ぐ
いカ

ケ
ト
一
所
ニ
カ
ケ
ヲ
キ
シ
ニ
、
物
ヲ
ツ
ヽ
ミ
テ

出
入
ス
ル
ニ
幸

さ
い
わ
いニ

コ
ノ
風
呂
鋪
ヲ
用も

ち
いヒ

シ
ヨ
リ
、
物
ヲ
包ツ

ツ

ム
モ

ノ
ヲ
風
呂
鋪
ト
云
テ
、
絹
帛
⑱

ヲ
用
ヒ
染
色
ヲ
ナ
ス
。
ソ
ノ
後
ハ

風
呂
場
ニ
シ
ク
モ
ノ
ヲ
、
別
ニ
湯
ノ
字
ヲ
ソ
ヘ
テ
湯
ブ
ロ
シ
キ
ト

云
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
タ
リ
。
ス
ベ
テ
言
語
ノ
変
異
ス
ル
、
コ
ノ
ル
イ
ナ

リ
。
兵
⑲

ハ
鎗や

り

・
刀
ノ
ル
イ
ノ
名
ニ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
用
ユ
ル
人
ユ

ヘ
ニ
、
軍
卒
ヲ
ツ
イ
ニ
兵
ト
云
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
物モ

ノ

ノ
部ベ

ハ

宇ウ

マ

シ

マ

ジ

广
志
广
治
ノ
命

ミ
コ
ト

⑳
ノ
末
裔
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
姓
ナ
リ
。
コ
ノ
氏
ノ

人
、
代
々
武
事
ヲ
掌

つ
か
さ
どル

ヨ
リ
官
名
ト
ナ
リ
、
後
ハ
武
士
ヲ
サ
シ

テ
「
モ
ノ
ヽ
フ
」
ト
云
。

丁
ハ
「
ヨ
ボ
ロ
」
ト
訓
ス
。
人
夫
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
仕し

丁ち
ょ
う

㉑
・
駕か

輿よ

丁ち
ょ
う

㉒
ノ
ル
イ
也
。
庖ほ

う

ハ
ク
リ
ヤ
㉓

ニ
テ
肉
ヲ
ヲ
ク
処
ナ
リ
。

ソ
ノ
役
人
ヲ
庖ほ

う
て
い丁

ト
云
。
コ
ノ
コ
ト
荘
子
㉔

ニ
出
タ
レ
バ
古
キ
コ

ト
ナ
リ
。
後
ニ
ツ
イ
ニ
肉
ヲ
割サ

ク
刀カ

タ
ナヲ

庖ほ
う

丁ち
ょ
うト

シ
テ
刀
ノ
聡
名

ト
ナ
ル
。
ソ
ノ
外
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
正
シ
ユ
ケ
バ
際
限
ア
ル
ベ
カ
ラ

ズ
。
ユ
ヘ
ニ
略
ス
。

【
注
】

① 

隹
（
と
り
）
と
音
符
牙
（
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
を
表
す
ガ
）
と
か

ら
成
り
、
も
と
「
み
や
ま
が
ら
す
」
の
意
を
表
し
た
。
鴉
に
同

じ
。

② 

『
詩
経
』
の
詩
の
六り

く

義ぎ

（
六
つ
の
分
類
法
）
は
風
・
雅
・
頌
・

賦
・
比
・
興
で
、
こ
の
う
ち
前
三
者
は
詩
の
内
容
の
区
別
で
あ

る
。『
詩
経
』
は
国
風
（
各
地
の
民
謡
）・
大
小
の
雅
（
宮
廷

詩
）・
頌
（
祭
祀
の
歌
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

③ 

気
高
く
て
世
俗
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
高
潔
古
雅
。

④ 

上
品
で
折
り
目
正
し
い
こ
と
。

⑤ 

貴
人
の
敬
称
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
で
は
大
名
ま
た
は
旗
本

の
敬
称
と
な
っ
た
。

⑥ 

本
来
は
武
士
こ
と
ば
で
目
上
に
対
し
て
用
い
た
が
、
の
ち
同
輩

ま
た
は
そ
れ
以
下
の
相
手
に
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
武
士
以
外

で
も
使
っ
た
。
貴
様
、
お
前
、
君
な
ど
と
同
じ
。

⑦ 

恐
れ
か
し
こ
む
こ
と
。「
恐
惶
謹
言
」
な
ど
と
手
紙
で
用
い
る

挨
拶
語
。
中
国
で
も
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
。
以
下
の
こ
と
ば
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は
江
戸
時
代
に
お
け
る
手
紙
な
ど
の
挨
拶
語
。

⑧ 
「
事
」
は
底
本
で
は
「
古
又
」
と
あ
り
、
書
き
誤
り
と
見
ら
れ

る
。
こ
こ
は
岩
波
本
に
従
う
。

⑨ 

岩
波
本
は
こ
の
あ
と
に
「
貴
意
」
と
あ
る
。「
御
意
」「
貴
意
」

と
も
に
「
御
意
（
貴
意
）
の
通
り
」
の
意
で
、
目
上
の
人
に
対

す
る
返
事
に
用
い
る
。
ご
も
っ
と
も
。

⑩ 

本
来
は
恥
ず
か
し
い
、
面
目
な
い
の
意
で
あ
っ
た
が
、
過
分
な

恩
恵
や
好
意
を
受
け
て
あ
り
が
た
い
、
も
っ
た
い
な
い
の
意
で

用
い
ら
れ
る
。

⑪ 

目
に
見
え
ぬ
神
仏
の
助
力
の
意
で
あ
る
が
、
お
礼
の
意
で
用
い

ら
れ
た
。「
冥
加
に
尽
き
る
」
な
ど
と
用
い
る
。

⑫ 

あ
り
が
た
し
。「
あ
り
そ
う
も
な
い
」
こ
と
か
ら
「
も
っ
た
い

な
い
」「
感
謝
す
る
」「
う
れ
し
い
」
な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ

る
。

⑬ 

岩
波
本
「
タ
ル
」。

⑭ 

岩
波
本
「
ニ
」。

⑮ 

岩
波
本
「
賤い

や
しク

ナ
リ
テ
」。

⑯ 

岩
波
本
「
ア
リ
サ
マ
」。

⑰ 

浴
室
。

⑱ 

岩
波
本
「
絹
布
」。「
帛
」
は
絹
織
物
を
い
う
。

⑲ 

「
兵
」
の
字
は
斤
（
お
の
）
と
両
手
か
ら
成
り
、
手
斧
を
両
手

に
持
っ
て
打
つ
意
。
そ
こ
か
ら
武
器
の
意
、
さ
ら
に
軍
人
、
戦

の
意
を
表
す
。

⑳ 

底
本
は
略
字
を
用
い
る
が
岩
波
本
は
「
宇
麻
志
麻
治
ノ
命
」。

本
書
神
代
篇
三
の
八
に
「
宇
麻
志
麻
治
ノ
命
、
成
長
シ
テ
神
武

ニ
帰
順
シ
、
物
部
氏
ノ
祖
ト
ナ
ル
」
と
あ
る
（
二
九
〇
頁
）。

㉑ 

じ
ち
ょ
う
・
し
て
い
・
し
ち
ょ
う
と
も
呼
ぶ
。
律
令
制
で
諸
国

か
ら
徴
収
さ
れ
て
中
央
官
庁
お
よ
び
封ふ

戸こ

主
で
あ
る
親
王
家
・

大
臣
家
・
寺
社
の
雑
用
に
従
事
し
た
者
。

㉒ 

貴
人
の
駕
籠
や
輿こ

し

を
か
つ
ぐ
人
。

㉓ 

厨
。
台
所
。

㉔ 

『
荘
子
』
養
生
主
篇
。
蟠
桃
は
庖
丁
を
台
所
の
役
人
と
書
い
て

い
る
が
、
ふ
つ
う
は
丁
は
姓
で
あ
る
と
し
、
料
理
人
の
丁
の
意

と
す
る
。
料
理
刀
の
名
人
の
庖
丁
が
そ
の
秘
訣
は
自
然
の
理
に

従
う
の
み
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
話
。

【
現
代
語
訳
】

　

常
に
聞
き
慣
れ
た
言
葉
を
卑
し
ん
で
、
珍
し
い
言
葉
を
尊
重
す

る
の
は
、
ま
た
古
今
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。「
雅
」
は

常
の
意
で
あ
る
。
雅カ

ラ
スは

常
に
見
慣
れ
た
鳥
で
あ
る
か
ら
、
雅
に
常

の
意
味
が
あ
る
。
鴉
と
雅
の
字
は
通
用
す
る
。
常
に
行
う
こ
と
か

ら
雅
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
雅
は
常
行
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら

平
生
の
風
俗
の
こ
と
を
述
べ
た
詩
を
集
め
た
も
の
を
雅
と
い
い
、

風
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
字
の
地
位
が
貴
く
な
り
、
か
え
っ
て
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通
常
で
は
な
い
高
古
・
典
正
・
風
流
の
意
味
を
風
雅
と
い
い
、
凡

庸
・
平
常
・
鄙
俗
の
反
対
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

後
世
に
お
い
て
も
殿
様
の
字
、
ま
た
は
貴
公
の
字
、
恐
惶
・
安

全
・
安
泰
・
勇
健
・
堅
固
・
無
事
の
類
、
御
意
の
字
、
忝
・
辱
・

冥
加
・
難
有
の
類
、
ど
れ
も
使
い
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
が
、
そ

の
ほ
か
に
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
慣
れ

た
も
の
は
賎
し
く
思
わ
れ
、
珍
し
い
も
の
が
貴
く
な
る
こ
と
は
、

世
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

は
じ
め
、
湯
か
ら
あ
が
っ
て
、
浴
室
の
板
の
間
に
敷
い
た
布
を

風
呂
鋪
と
い
っ
て
、
そ
の
上
に
座
っ
て
体
を
拭
く
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
使
わ
な
い
と
き
は
手
ぬ
ぐ
い
掛
け
に
一
緒
に
掛
け
て

お
い
た
の
を
、
物
を
包
ん
で
出
入
り
す
る
に
ち
ょ
う
ど
い
い
か
ら

と
こ
の
風
呂
鋪
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
物
を
包
む
も
の
を
風
呂
鋪

と
い
い
、
絹
布
を
用
い
て
染
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
風

呂
場
に
敷
く
も
の
を
、
別
に
湯
の
字
を
添
え
て
湯
ぶ
ろ
し
き
と
い

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
言
語
の
変
化
と
い
う
も
の

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

兵
は
鎗
や
刀
の
類
の
名
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
い
る
人
で
も
あ

る
か
ら
、
軍
卒
を
次
第
に
兵
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
物
ノ
部
は

宇
麻
志
麻
治
ノ
命
の
末
裔
に
贈
ら
れ
た
姓
で
あ
る
。
こ
の
氏
の
人

は
代
々
武
事
を
司
る
こ
と
か
ら
官
名
と
な
り
、
後
に
は
武
士
を
指

し
て
「
モ
ノ
ノ
フ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

丁
は
「
よ
ぼ
ろ
」
と
訓
読
み
す
る
。
人
夫
の
こ
と
で
あ
る
。
仕

丁
・
駕
輿
丁
の
類
で
あ
る
。
庖
は
「
く
り
や
」
で
あ
っ
て
、
肉
を

置
く
所
で
あ
る
。
そ
の
役
人
を
庖
丁
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
『
荘

子
』
に
出
て
い
る
の
で
古
い
こ
と
で
あ
る
。
後
に
次
第
に
肉
を
割

く
刀
を
庖
丁
と
し
て
、
刀
の
総
称
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
こ
の

よ
う
に
正
し
て
い
け
ば
き
り
が
な
い
。
だ
か
ら
省
略
す
る
。

十
一
、
日
本
の
書
物
に
つ
い
て

六り
っ

国こ
く

史し

①
及
ビ
ソ
ノ
他
古
記
伝
ノ
ル
イ
ハ
、
其
時
ノ
人
情
②

ク
ハ

シ
ク
見
ガ
タ
シ
。
後
世
仮カ

ナ

字
ノ
諸
記
ハ
委く

わ

シ
キ
ユ
ヘ
ニ
人
情
風
俗

ハ
ヨ
ク
見
エ
レ
ド
モ
杜ず

撰さ
ん

③
・
虚
偽
多
シ
。
平
家
物
語
④

・

東あ
づ
ま
か
が
み鑑

⑤
・
太
平
記
⑥

ノ
ル
イ
ハ
古
書
ナ
レ
ド
モ
、
稗は

い
か
ん官

小
説
⑦

多
ク
、
野や

史し

⑧
ニ
テ
怪

ク
ハ
イ

談ダ
ン

多
シ
。
宇
治
大
納
言
ノ
今
昔
物
語
⑨

ハ

陰お
ん
み
ょ
う
か

陽
家
⑩

ノ
虚
妄
、
神
仏
ノ
奇
験
、
鬼き

か
い怪

ノ
コ
ト
多
ク
、
宇う

治じ

拾し
ゅ
う

遺い

⑪
ハ
、
又
ソ
レ
ヨ
リ
モ
劣
ル
。
コ
ノ
人
、
往
来
ノ
人
マ
デ

モ
留ト

ど

メ
テ
書か

き

シ
ル
サ
レ
シ
ト
、
諸
人
ノ
モ
テ
ハ
ヤ
ス
コ
ト
ナ
リ
。

ソ
ノ
⑫

書し
ょ

ヲ
カ
ク
モ
テ
ハ
ヤ
ス
ニ
テ
ミ
レ
バ
、
当
世
学
者
ナ
キ
ヲ

シ
ル
ベ
シ
⑬

。
奈
良
ノ
時
ヨ
リ
寛か

ん

平ぴ
ょ
う

⑭
・
延え

ん

喜ぎ

⑮
ノ
頃
マ
デ
ハ
才さ

い

物ぶ
つ

多
シ
。
ソ
レ
ヨ
リ
以
降
ニ
テ
ハ
コ
ノ
書
ア
リ
。
コ
ノ
書
ヲ
以
テ

ソ
ノ
人
ヲ
知
ル
ベ
シ
。
鄙ひ

ナ
ル
カ
ナ
。
中
世
ニ
好
書
ナ
シ
。
室む

ろ

町ま
ち

日に
っ

記き

⑯
ハ
実
事
多
キ
ガ
ゴ
ト
シ
。
忠
家
日
記
⑰

・
落お

ち

穂ぼ

集し
ゅ
う

⑱
・
老ろ

う
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人じ
ん

雑ざ
つ

話わ

⑲
ノ
ル
イ
ハ
ミ
ナ
実
ナ
リ
。
只た

だ

コ
レ
ラ
ハ
日
記
ニ
テ
、
書

ア
ツ
メ
タ
ル
マ
ヽ
ナ
リ
。［
和わ

み
ょ
う
し
ょ
う

名
抄
⑳

・
江こ

う

家け

次し

第だ
い

㉑
ハ
ミ
ル
ベ

キ
書
ナ
リ
。
南
朝
ノ
忠
臣
北き

た

畠ば
た
け

准じ
ゅ

后ご
う

ノ
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

㉒
・

元げ
ん
げ
ん
し
ゅ
う

々
集
・
職

し
ょ
く

原げ
ん

抄し
ょ
うノ

ル
イ
ア
リ
。
コ
ノ
人
乱
世
ノ
学
者
ナ
リ
㉓

。

ソ
ノ
後
ハ
一
条
禅
閣
㉔

ナ
レ
ド
モ
ミ
ナ
仏
ニ
迷
ヒ
神
代
ノ
泥
ニ
ヨ

ヒ
テ
正
学
ニ
ア
ラ
ズ
。］
戦
国
ヨ
リ
織
田
豊
臣
ノ
時
代
、
御ご

当と
う

家け

国
初
㉕

ノ
君
臣
ノ
美
言
・
徳
行
ヨ
リ
、
其
時
代
ノ
雑
言
ヲ
ヨ
ミ
テ
、

神し
ん
く
ん君

㉖
ヨ
リ
御
三
代
ノ
間
ノ
御
賢
徳
、
名
臣
ノ
行
迹
、
時
世
ノ
質

朴
、
諸
家
諸
士
ノ
ヨ
ッ
テ
起
ル
処
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
聞
見
シ
テ
、
絻

ワ
ヅ
カ

二
百
年
ノ
升

し
ょ
う

平へ
い

㉗
ノ
間
ニ
華き

ゃ

奢し
ゃ

㉘
ニ
ウ
ツ
リ
、
軽
薄
ニ
易カ

ハ

リ
タ
ル

ヤ
ウ
ス
ヲ
ツ
ラ
〳
〵
㉙

考
ヘ
テ
、
ソ
ノ
身
ヲ
倹け

ん
そ
く束

㉚
シ
、
国
家
治

益
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
ラ
バ
、
当
時
ノ
風
俗
ニ
泥な

づ

マ
ザ
ル
ベ
シ
。
国
初

ヨ
リ
ノ
大
儒
惺せ

い
か窩

㉛
・
羅ら

山ざ
ん

㉜
ノ
両
先
生
ヲ
ハ
ジ
メ
、
貝
原
㉝

・

熊
沢
㉞

・
石
川
㉟

・
室む

ろ
㊱

ノ
諸
先
生
ノ
書
ハ
ヨ
ミ
テ
益
ア
ル
ベ
シ
。

徂そ

徠ら
い

㊲
・
春

し
ゅ
ん

台だ
い

㊳
ナ
ド
ノ
書
ハ
読
ム
㊴

ベ
カ
ラ
ズ
。
毒
多
シ
。[
源

義ぎ

公こ
う

㊵
ノ
日
本
史
ヨ
リ
、
ソ
ノ
他
ノ
著
述
ハ
ミ
ナ
見
ル
ベ
シ
。
新

井
氏
ノ
諸
記
㊶

ハ
真
偽
相
半
ス
。
心
得
テ
ヨ
ム
㊷

ベ
シ
。
シ
カ
レ

ド
モ
戦
国
已
来
㊸

ノ
記
事
、
諸
家
ノ
興
㊹

亡
ヲ
シ
ル
ス
ハ
㊺

、
新

井
氏
ノ
著
述
㊻

モ
ッ
ト
モ
功
ア
リ
。]

大た
い

抵て
い

学
ニ
志
ス
モ
ノ
ハ
四

書
五
経
ヲ
ハ
ジ
メ
、
宋
ノ
諸
賢
ノ
註
解
㊼

ヲ
熟
読
シ
、
議
論
ノ
書

ヲ
会エ

得ト
ク

シ
タ
ル
上
ハ
、
和
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
善
行
・
得
失
ヲ
考
ヘ
、
実

行
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
邦
俗
㊽

ノ
目
前
ニ
鑒カ

ン
ガミ

テ
、
徳
行
ノ
君
子
ニ
切
同

㊾
シ
、
身
ニ
カ
ヘ
リ
テ
近き

ん
し思

㊿
ス
ベ
シ
。
漢
土
ノ
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
我

邦
ノ
故
実
�

ヲ
シ
ラ
ス
、
何
事
モ
ミ
ナ
漢
ヘ
引
付
ン
ト
ス
ル
ハ
、

儒
家
者
流
ト
ナ
リ
テ
、
一
芸
ノ
士
�

ナ
リ
。
邦
国
ノ
罪
人
ト
ナ
リ

テ
、
今
日
ノ
実
用
ニ
モ
ト
ル
�

。
又
和
学
ノ
ミ
ヲ
ナ
シ
テ
漢
学
ヲ

シ
ラ
ズ
、
本も

と

居お
り

氏
�

ノ
ゴ
ト
ク
聖
賢
仁
義
ノ
道
ヲ
ソ
シ
リ
、
神
代

ノ
奇
妙
不
測
ヘ
引
付
ン
ト
ス
ル
ハ
、
神
道
者
流
ト
ナ
リ
テ
、
異い

僻へ
き

ノ
士
�

ナ
リ
。
聖
人
ノ
罪
人
ト
ナ
リ
テ
、
五
常
ノ
道
�

ニ
モ
ト
ル
。

狂キ
ヤ
ウ

ナ
ラ
ザ
レ
バ
狷ケ

ン

ナ
リ
�

。
博ひ

ろ

ク
学マ

ナ

ン
デ
礼
ニ
約や

く

ス
�

、
中

ち
ゅ
う

行こ
う

ノ
君
子
ハ
少
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
小

し
ょ
う

道ど
う

�
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ソ
レ
〳
〵
ニ

見
ル
ベ
キ
コ
ト
ハ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
必
シ
モ
泥
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。

【
注
】

① 

奈
良
・
平
安
時
代
の
朝
廷
で
編
集
さ
れ
た
六
つ
の
国
史
。
日
本

書
紀
・
続
日
本
紀
・
日
本
後
紀
・
続
日
本
後
紀
・
日
本
文
徳
天

皇
実
録
（
文
徳
実
録
）・
日
本
三
代
実
録
（
三
代
実
録
）
の
総

称
。

② 

こ
こ
は
人
々
の
実
情
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

③ 
著
作
な
ど
に
誤
り
が
多
い
こ
と
。
宋
の
杜
黙
の
作
っ
た
詩
が
多

く
律
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
一
説
に
、
杜
は

俗
語
で
仮
（
本
物
の
反
対
）
の
意
味
が
あ
る
に
よ
る
と
い
う
。

④ 

軍
記
物
語
。
原
本
の
成
立
は
承
久
（
一
二
一
九
～
一
二
二
二
）

～
仁
治
（
一
二
四
〇
～
一
二
四
三
）
の
間
と
い
う
。
平
家
一
門
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の
栄
華
と
没
落
、
滅
亡
を
仏
教
の
因
果
観
・
無
常
観
を
基
調
と

し
て
描
い
た
。

⑤ 
吾
妻
鏡
と
も
書
く
。
鎌
倉
後
期
成
立
の
史
書
。
鎌
倉
幕
府
の
事

跡
を
変
体
漢
文
で
日
記
体
に
編
述
。

⑥ 

軍
記
物
語
。
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
応
安
（
一
三
六
八
～
一

三
七
五
）
～
永
和
（
一
三
七
五
～
一
三
七
九
）
の
頃
ま
で
に
成

る
。
北
条
高
時
失
政
・
建
武
中
興
を
始
め
、
南
北
朝
時
代
五
十

余
年
間
の
争
乱
の
さ
ま
を
描
く
。

⑦ 

稗
官
は
昔
の
官
名
で
、
民
間
の
物
語
を
集
め
る
こ
と
を
任
務
と

し
た
。
稗
は
、
細
の
意
で
こ
ま
ご
ま
し
た
話
の
こ
と
。
ま
た
一

説
に
稗
は
野
生
の
も
の
で
、
正
史
に
対
す
る
野
史
を
意
味
す
る

と
も
い
う
。
稗
官
小
説
と
は
稗
官
が
集
め
た
話
、
転
じ
て
広
く

小
説
を
い
う
。
小
説
は
つ
ま
ら
ぬ
話
の
意
。

⑧ 

在
野
の
人
が
編
纂
し
た
歴
史
。

⑨ 

宇
治
大
納
言
は
源
隆
国
の
こ
と
。
源
隆
国
が
『
今
昔
物
語
』

（
正
し
く
は
『
今
昔
物
語
集
』）
の
編
者
で
、
そ
の
拾
遺
が
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
で
あ
る
と
す
る
通
説
が
あ
る
。

⑩ 

陰お
ん
み
ょ
う陽

道
を
信
奉
す
る
人
や
家
筋
を
い
う
。
陰
陽
道
は
中
国
の

陰い
ん

陽よ
う

五
行
説
を
源
流
に
日
本
で
発
達
し
た
方
術
で
、
天
文
・
暦

数
・
卜
筮
・
卜
地
な
ど
を
扱
う
。
大
宝
令
に
規
定
さ
れ
宮
中
に

陰
陽
寮
が
お
か
れ
た
が
、
次
第
に
俗
信
化
し
、
宮
廷
・
公
家
の

日
常
を
物
忌
・
方
違
え
な
ど
の
禁
忌
で
左
右
し
た
。
平
安
中
期

以
後
、
賀
茂
・
安
倍
の
両
氏
が
分
掌
し
た
。

⑪ 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
十
三
世
紀
初
め
ご
ろ
成
立
し
た
と
思
わ

れ
る
説
話
集
。
題
名
は
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
拾
遺
の
意
。

⑫ 

岩
波
本
は
「
コ
ノ
」。

⑬ 

岩
波
本
「
知
ベ
シ
」。

⑭ 

平
安
前
期
、
宇
多
・
醍
醐
天
皇
朝
の
年
号
。
八
八
九
～
八
九

八
。

⑮ 

醍
醐
天
皇
の
年
号
。
九
〇
一
～
九
二
三
。

⑯ 

不
詳
。
岩
波
本
頭
注
で
は
「
楢
林
長
教
編
室
町
殿
日
記
（
物

語
）
か
」
と
あ
る
。
室
町
殿
は
京
都
室
町
東
に
あ
っ
た
足
利
将

軍
家
の
邸
宅
を
さ
す
。
義
満
の
造
営
で
、
花
の
御
所
と
も
い

う
。
ま
た
、
室
町
幕
府
、
そ
の
将
軍
を
い
う
。

⑰ 

「
家い

え
た
だ忠

日
記
」
が
正
し
い
。
岩
波
頭
注
に
は
「
松
平
家
忠
の
天

正
五
～
文
禄
三
年
日
記
」
と
あ
る
。

⑱ 

大
道
寺
友
山
（
重
祐
）
著
。
三
十
巻
（
写
本
で
伝
わ
る
た
め
巻

数
は
不
定
）。
徳
川
家
康
を
中
心
に
諸
家
の
こ
と
に
も
及
び
、

聞
書
を
引
証
し
て
年
代
的
に
記
録
し
た
書
。

⑲ 

江
村
専
斎
の
談
話
を
門
人
伊
藤
担
庵
が
筆
録
編
集
。
二
巻
。
戦

国
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
見
聞
記
。
秀
吉
時
代
の
話
が
中

心
で
あ
る
が
す
べ
て
実
話
と
は
限
ら
な
い
。

⑳ 

『
倭
名
類
聚
鈔
』
の
略
称
（『
和
名
鈔
』
と
も
）。
源
順
著
。
日

本
最
初
の
分
類
体
の
漢
和
辞
書
。
漢
語
の
音
・
意
義
を
漢
文
で
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注
し
、
万
葉
仮
名
で
和
訓
を
加
え
、
文
字
の
出
所
を
考
証
・
注

釈
す
る
。
承
平
（
九
三
一
～
九
三
八
）
年
中
に
成
立
。

㉑ 

平
安
後
期
の
有
職
故
実
書
。
関
白
藤
原
師
通
の
依
頼
に
よ
り
大

江
匡
房
が
儀
式
や
行
事
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
。
江
家
は
大

江
家
の
こ
と
。

㉒ 

北
畠
親
房
著
の
史
論
。
神
代
か
ら
後
村
上
天
皇
ま
で
の
歴
史
を

記
し
、
南
朝
の
正
当
性
を
述
べ
た
。
一
三
三
九
年
執
筆
。
四
三

年
修
訂
。
北
畠
親
房
は
南
北
朝
期
の
公
家
。
准
后
は
准
三
后
の

略
称
。
ほ
か
に
『
元
元
集
』『
職
原
鈔
』『
関
城
書
』
な
ど
の
著

が
あ
る
。

㉓ 

岩
波
本
は
「
也
」。

㉔ 

一
条
兼
良
。
室
町
後
期
の
公
家
。
関
白
太
政
大
臣
（
太
閤
）
と

な
る
。
出
家
し
た
の
で
禅
閤
と
呼
ば
れ
る
。
博
学
多
才
で
、
古

典
や
仏
教
、
和
歌
に
通
じ
た
。
著
に
『
尺せ

き

素そ

往
来
』『
公
事
根

源
』『
花
鳥
余
情
』『
樵
談
治
要
』『
文
明
一
統
記
』
な
ど
。

㉕ 

御
当
家
と
は
徳
川
家
を
い
う
。
国
初
と
は
そ
の
政
権
の
成
立
時

を
さ
す
。

㉖ 

徳
川
家
康
。

㉗ 

平
和
の
世
。

㉘  

華
や
か
で
お
ご
る
こ
と
。
は
で
に
着
飾
る
こ
と
。

㉙ 

岩
波
本
「
ツ
ク
〴
〵
」。

㉚ 

わ
が
身
を
ひ
き
し
め
慎
む
こ
と
。

㉛ 

藤
原
惺
窩
。
江
戸
初
期
の
儒
学
者
。
初
め
相
国
寺
の
僧
で
あ
っ

た
が
、
の
ち
朱
子
学
を
学
び
、
儒
を
以
て
世
に
立
ち
、
門
人
に

林
羅
山
ら
を
輩
出
し
た
。

㉜ 

林
羅
山
。
本
篇
七
に
既
出
。

㉝ 

貝
原
益
軒
。
江
戸
前
期
の
儒
学
者
、
本
草
学
者
。
筑
前
福
岡
藩

士
。
松
永
尺
五
・
木
下
順
庵
・
山
崎
闇
斎
に
朱
子
学
を
学
ぶ
。

著
に
『
慎
思
録
』『
大
疑
録
』『
大
和
本
草
』『
益
軒
十
訓
』（
有

名
な
「
養
生
訓
」
も
こ
の
内
）
な
ど
。

㉞ 

熊
沢
蕃
山
。
江
戸
前
期
の
儒
学
者
。
中
江
藤
樹
に
陽
明
学
を
学

び
、
岡
山
藩
主
池
田
光
政
に
仕
え
る
が
、
著
『
大
学
或
問
』
が

幕
政
批
判
と
さ
れ
、
古こ

が河
（
茨
城
県
）
城
中
に
幽
閉
さ
れ
て

没
。
著
に
『
集
義
和
書
』『
集
義
外
書
』
な
ど
が
あ
る
。

㉟ 

石
川
丈
山
。
江
戸
初
期
の
漢
詩
人
・
書
家
。
徳
川
家
康
に
仕
え

大
坂
夏
の
陣
に
功
を
た
て
た
。
の
ち
藤
原
惺
窩
に
学
び
、
晩
年

は
京
都
に
詩
仙
堂
を
建
て
て
閑
居
し
た
。

㊱ 

室
鳩
巣
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
。
木
下
順
庵
に
朱
子
学
を
学

び
、
加
賀
藩
の
儒
官
と
な
り
、
の
ち
新
井
白
石
の
推
薦
で
幕
府

の
儒
官
と
な
り
、
将
軍
吉
宗
の
侍
講
を
勤
め
た
。
著
に
『
駿
台

雑
話
』『
六り

く
ゆ
え
ん

諭
衍
義ぎ

大
意
』「
赤
穂
義
人
録
」
な
ど
が
あ
る
。

㊲ 

荻
生
徂
徠
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
。
字
は
茂
卿
。
本
姓
を
物
部

氏
と
し
て
物
徂
徠
と
も
い
う
。
初
め
朱
子
学
を
学
び
、
の
ち
古

文
辞
学
を
唱
え
る
。
家
塾
蘐け

ん
え
ん園

（
茅
場
町
に
因
む
）
を
開
く
。
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門
下
に
太
宰
春
台
・
服
部
南
郭
ら
が
い
る
。
著
に
『
弁
道
』

『
弁
名
』『
論
語
徴
』
な
ど
。

㊳ 
太
宰
春
台
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
。
名
は
純
。
本
篇
九
に
既

出
。

㊴ 

岩
波
本
「
ヨ
ム
」。

㊵ 

徳
川
光
圀
の
諡
号
。
水
戸
藩
主
。
儒
学
を
奨
励
し
彰
考
館
を
設

置
し
て
学
者
を
招
聘
し
、『
大
日
本
史
』
を
撰
し
た
。

㊶ 

新
井
氏
は
新
井
白
石
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
・
政
治
家
。
木
下

順
庵
に
学
ぶ
。
徳
川
家
宣
の
と
き
幕
府
の
儒
官
と
し
て
幕
政
に

参
与
。
著
作
に
『
読
史
余
論
』『
采
覧
異
言
』『
西
洋
紀
聞
』

『
古
史
通
』『
東
雅
』『
折
た
く
柴
の
記
』
な
ど
が
あ
る
。

㊷ 

岩
波
本
「
見
ル
」。

㊸ 

岩
波
本
「
以
来
」。

㊹ 

底
本
の
字
は
「
奥
」
に
見
え
る
。
書
き
誤
り
で
あ
ろ
う
。

㊺ 

岩
波
本
「
シ
ル
ス
コ
ト
」。

㊻ 

こ
こ
に
い
う
著
述
と
は
新
井
白
石
が
諸
藩
の
年
譜
を
ま
と
め
た

『
藩
翰
譜
』
を
指
す
。
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
六
八
〇
年
ま
で
の

大
名
三
三
七
家
の
沿
革
な
ど
を
集
録
し
た
も
の
。
一
七
〇
二
年

に
完
成
。

㊼ 

宋
代
に
朱
熹
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
に
書
か
れ
た
注
釈
、
い
わ
ゆ

る
新
注
を
い
い
、
朱
子
学
者
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
も
の
。

㊽ 

我
が
国
の
風
俗
。

㊾ 

「
切
問
」
の
誤
り
。

㊿ 

『
論
語
』
子
張
篇
「
子
夏
曰
、
博
学
而
篤
志
、
切
問
而
近
思
、

仁
在
其
中
矣
」
に
基
づ
く
。
経
論
篇
二
十
五
に
既
出
。

�
昔
の
儀
式
や
法
制
・
服
飾
な
ど
の
規
定
や
習
慣
な
ど
。

� 

一
つ
の
技
芸
に
す
ぐ
れ
た
人
。
こ
こ
で
は
、
注
�
の
「
小
道
」

に
の
み
秀
で
た
人
の
意
。

� 

「
戻
る
」
ま
た
は
「
悖
る
」。
そ
む
く
。
理
に
さ
か
ら
う
。

� 

本
居
宣
長
。
江
戸
中
期
の
国
学
者
。
伊
勢
松
坂
の
人
。
古
道
研

究
を
志
し
、『
古
事
記
伝
』
を
完
成
さ
せ
た
。
儒
仏
を
排
し
古

道
に
帰
る
べ
き
を
説
い
た
。

� 

僻
は
か
た
よ
る
の
意
。
異
僻
は
異
端
の
意
で
あ
ろ
う
。

� 

人
倫
関
係
に
お
い
て
常
に
守
る
べ
き
道
。
ふ
つ
う
「
仁
義
礼
知

信
」
を
指
す
が
、
蟠
桃
は
経
論
篇
八
に
て
、『
孟
子
』
に
い
う

「
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有

信
」
の
「
親
義
別
序
信
」
の
五
つ
で
あ
る
と
す
る
。

� 

狂
は
む
や
み
に
理
想
に
走
っ
て
実
行
が
伴
わ
な
い
こ
と
。
狷
は

悪
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
意
志
堅
固
な
こ
と
。
狂
も
狷
も
中

行
（
中
庸
を
得
た
行
な
い
）
に
は
合
わ
な
い
が
態
度
の
方
向
が

一
定
し
て
い
る
行
な
い
。『
論
語
』
子
路
篇
の
「
子
曰
、
不
得

中
行
而
与
之
、
必
也
狂
狷
乎
、
狂
者
進
取
、
狷
者
有
所
不
為
也

（
子
曰
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
狷
か
。
狂
者

は
進
み
て
取
り
、
狷
者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
）」
に
基
づ
く
。
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� 
『
論
語
』
雍
也
篇
（
顔
淵
篇
に
も
同
文
あ
り
）「
子
曰
、君
子
博

学
於
文
、
約
之
以
礼
、
亦
可
以
弗
畔
矣
夫
（
子
曰
く
、
君
子
、
博

く
文
を
学
び
て
、
こ
れ
を
約
す
る
に
礼
を
以
て
せ
ば
、
亦
た
以
て
畔そ

む

か
ざ

る
べ
き
か
）」。
な
お
「
君
子
」
の
語
の
な
い
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

� 

『
論
語
』
子
張
篇
「
子
夏
曰
、
雖
小
道
必
有
可
観
者
焉
、
致
遠

恐
泥
、
是
以
君
子
不
為
也
（
子
夏
曰
く
、
小
道
と
雖
ど
も
必
ら
ず
観

る
べ
き
者
あ
り
。
遠
き
を
致
さ
ん
に
は
泥
ま
ん
こ
と
を
恐
る
、
是
を
以
て

君
子
は
為
さ
ざ
る
な
り
）」。

【
現
代
語
訳
】

　

六
国
史
や
そ
の
他
の
古
い
歴
史
書
か
ら
は
、
そ
の
時
代
の
人
々

の
実
情
を
く
わ
し
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
世
の
仮
名
書
き

の
書
物
は
委
細
に
述
べ
て
あ
る
か
ら
、
人
々
の
実
情
や
風
俗
は
よ

く
見
ら
れ
る
が
、
ず
さ
ん
で
嘘
い
つ
わ
り
が
多
い
。

　
『
平
家
物
語
』『
東

あ
づ
ま
か
が
み

鑑
』『
太
平
記
』
の
類
は
古
い
書
物
で
は
あ

る
け
れ
ど
、
こ
ま
ご
ま
し
た
世
間
話
が
多
く
、
民
間
の
歴
史
物
で

怪
し
げ
な
話
が
多
い
。
宇
治
大
納
言
が
書
い
た
と
い
う
『
今
昔
物

語
』
は
陰お

ん
み
ょ
う
か

陽
家
の
で
た
ら
め
、
神
仏
の
怪
し
げ
な
経
験
談
や
妖
怪

め
い
た
こ
と
が
多
く
、『
宇
治
拾
遺
』
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も

劣
っ
て
い
る
。
こ
の
作
者
は
、
往
来
す
る
人
の
こ
と
ま
で
書
き
留

め
て
い
る
と
、
人
々
は
も
て
は
や
し
て
い
る
。
こ
の
書
が
こ
の
よ

う
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
時
は
学
者
が

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
時
代
よ
り
寛
平
・
延
喜
の
頃

ま
で
は
優
れ
た
人
物
が
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
よ
り
以
降
の
も
の

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
を
も
っ
て
、
書
い

た
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
や
し
げ
な
も
の
で
あ
る
こ
と

よ
。

　

中
世
に
優
れ
た
書
物
は
な
い
。『
室
町
日
記
』
は
事
実
の
記
録

が
多
い
よ
う
だ
。『
家
忠
日
記
』『
落
穂
集
』『
老
人
雑
話
』
の
類

は
み
な
実
話
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
日
記
で
あ
っ
て
、
書
き

あ
つ
め
た
ま
ま
で
あ
る
。［『
和わ

名み
ょ
う

抄し
ょ
う

』『
江ご

う

家け

次し

第だ
い

』
は
見
る

べ
き
書
で
あ
る
。
南
朝
の
忠
臣
北き

た

畠ば
た
け

准じ
ゅ
ご
う后

（
親ち

か

房ふ
さ

）
の
『
神じ

ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』『
元げ

ん

元げ
ん

集し
ゅ
う

』『
職

し
ょ
く

原げ
ん

抄し
ょ
う

』
の
類
が
あ
る
。
こ
の
人
は

乱
世
の
学
者
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
に
は
一い

ち

条じ
ょ
う

禅ぜ
ん

閤こ
う

（
兼
良
）
が

い
る
が
、
ど
れ
も
仏
に
迷
い
、
神
代
の
泥
に
酔
っ
て
い
て
、
正
学

で
は
な
い
。］

　

戦
国
か
ら
織
田
・
豊
臣
の
時
代
、
お
よ
び
徳
川
政
権
成
立
時
の

君
臣
の
美
言
や
徳
行
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な

書
物
を
読
ん
で
、
家
康
公
か
ら
三
代
に
わ
た
る
間
の
将
軍
の
立
派

な
徳
、
名
臣
の
行
為
、
当
時
の
質
朴
さ
、
諸
家
の
人
士
の
よ
っ
て

起
こ
る
と
こ
ろ
を
よ
く
よ
く
見
聞
き
し
、
わ
ず
か
二
百
年
の
平
和

な
世
の
間
に
、
華
美
に
な
り
軽
薄
に
変
化
し
た
よ
う
す
を
つ
く
づ

く
考
え
て
、
我
が
身
を
引
き
締
め
て
、
国
家
の
役
に
立
つ
よ
う
に

し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
今
の
風
俗
に
染
ま
ら
ぬ
が
よ
い
。
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徳
川
時
代
初
期
の
大
儒
藤
原
惺せ

い
か窩

・
林
羅
山
の
両
先
生
を
は
じ

め
、
貝
原
益
軒
・
熊
沢
蕃ば

ん
ざ
ん山

・
石
川
丈じ

ょ
う
ざ
ん山

・
室む

ろ

鳩き
ゅ
う

巣そ
う

の
諸
先
生

の
書
は
読
ん
で
益
が
あ
る
だ
ろ
う
。
荻お

ぎ
ゅ
う生

徂そ

徠ら
い

や
太だ

宰ざ
い

春し
ゅ
ん

台だ
い

な

ど
の
書
は
読
ん
で
は
な
ら
な
い
。
毒
が
多
い
。［
源
義ぎ

公こ
う

（
徳
川

光み
つ

圀く
に

）
の
『
大
日
本
史
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
他
の
著
述
は

ど
れ
も
見
る
べ
き
で
あ
る
。
新
井
白
石
の
諸
記
録
は
真
偽
半
々
で

あ
る
。
心
得
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
国
以
来
の
記
事

や
諸
家
の
興
亡
を
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
井
氏
の
著
述
が

も
っ
と
も
功
績
が
あ
る
。］

　

た
い
て
い
学
問
に
志
す
人
は
、
四
書
五
経
を
は
じ
め
、
宋
代
の

諸
先
生
の
注
解
を
熟
読
し
、
議
論
の
書
を
理
解
し
た
上
で
、
日
本

の
書
を
読
ん
で
善
行
や
得
失
を
考
え
、
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は

我
が
国
の
風
俗
を
実
際
に
見
て
照
ら
し
合
わ
せ
、
徳
行
の
君
子
に

直
接
に
質
問
し
、
我
が
身
に
振
り
返
っ
て
身
近
に
思
考
す
べ
き
で

あ
る
。
中
国
の
書
を
読
ん
で
我
が
国
の
昔
の
習
慣
を
知
ら
ず
、
な

に
ご
と
も
す
べ
て
中
国
に
引
き
当
て
よ
う
と
す
る
の
は
、
儒
家
者

流
（
儒
家
固
有
の
や
り
方
）
で
あ
っ
て
、
一
芸
の
士
に
す
ぎ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
我
が
国
の
学
問
に
と
っ
て
の
罪
人
と
な
っ
て
、

今
日
の
実
用
に
も
そ
む
く
。

　

ま
た
、
和
学
の
み
学
ん
で
漢
学
を
知
ら
ず
、
本
居
氏
（
宣
長
）

の
よ
う
に
聖
賢
仁
義
の
道
を
非
難
し
、
神
代
の
奇
妙
で
不
思
議
な

話
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
神
道
者
流
で
あ
っ
て
、
異
端

の
士
で
あ
る
。
聖
人
の
学
に
と
っ
て
の
罪
人
と
な
り
、
五
常
の
道

に
そ
む
く
。（『
論
語
』
に
い
う
よ
う
に
）
狂
で
な
け
れ
ば
狷
で
あ

る
の
だ
。
広
く
学
ん
で
礼
で
ひ
き
し
め
る
と
い
う
、
中
庸
の
行
な

い
の
で
き
る
君
子
は
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
技
一
芸
の
よ
う
な

小
道
の
み
に
す
ぐ
れ
た
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
べ
き

こ
と
は
あ
る
。
た
だ
、
必
ず
そ
れ
に
拘
泥
し
て
は
な
ら
な
い
。

十
二
、�

経
書
に
つ
い
て
（
上
）�

（
十
二
は
紙
数
の
た
め
訳
注
者
が
上
下
に
二
分
し
た
。）

周
ノ
世
ニ
ヨ
ミ
タ
ル
書
①

ハ
、
今
ア
ル
所
ノ
虞ぐ

・
夏か

・
商し

ょ
うノ

書
②

ニ
テ
、
ミ
ナ
書
経
ノ
内
ニ
ア
リ
。
孔
子
ノ
時
ニ
学
問
ト
イ
ヘ
バ
、

コ
レ
ラ
ノ
類
ニ
易
・
詩
ナ
ラ
ン
。
周し

ゅ
ら
い礼

③
・
儀ぎ

礼ら
い

④
ア
レ
ド
モ
、

今
ノ
二に

礼ら
い

ハ
周
公
ノ
作
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
⑤

。
ソ
ノ
余
、
礼ら

い

記き

⑥

ノ
内
ニ
少
シ
ツ
⑦

散
出
ス
ル
モ
ア
リ
。
楽が

く
し
ょ書

⑧
ト
云い

う

モ
ノ
ア
レ
ド

モ
今
ハ
亡ほ

ろ

ブ
。
ソ
ノ
他
ニ
ア
リ
シ
ハ
シ
ラ
ズ
。
古い

に
しヘ

六り
く
け
い経

ノ
名
ナ

シ
。
易
・
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
うヲ

六
経
ト
ス
ル
ハ
、
孔
子

以
後
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
漢
以
後
、
論
語
⑨

・
孝
経
⑩

ヲ
加
ヘ
、
楽
ヲ

除
キ
七
経
ト
ス
。
諸
子
ノ
書
ヲ
ヒ
〳
〵
ニ
出
ル
。
イ
ハ
ユ
ル
⑪

管か
ん

子し

⑫
・
老
子
⑬

・
荘
子
⑭

・
申し

ん

子し

⑮
・
韓か

ん

子し

⑯
・
揚よ

う

子し

⑰
・
墨ぼ

く

子し

⑱
・

列れ
つ

子し

⑲
・
荀

じ
ゅ
ん

子し

⑳
・
董と

う

子し

㉑
・
淮え

南な
ん

子じ

㉒

等
ア
リ
（
欄
外
：
楚

辞
㉓

・
孔く

ぞ
う
し

叢
子
㉔

）。
兵
書
ニ
モ
孫そ

ん

・
呉ご

・
司
馬
㉕

ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
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モ
、
諸
子
ノ
ル
イ
読
マ
ズ
ト
モ
ス
ム
ベ
シ
。
徂
徠
氏
、
孟
子
ヲ
刺ソ

シ

リ
テ
、
諸
子
ノ
中
也な

り

ト
詈ノ

ノ
シル

㉖
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ソ
ノ
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
、

ソ
ノ
諸
子
ニ
類
セ
ズ
シ
テ
卓
越
ナ
ル
処
ヲ
シ
ル
ベ
シ
。

【
注
】

① 

こ
の
書
は
書
物
の
意
。

② 

『
書
経
』
は
虞
書
・
夏
書
・
商
書
・
周
書
か
ら
な
り
夏
・
商

（
殷
）・
周
の
史
官
の
記
録
と
い
わ
れ
る
。

③ 

周
の
官
僚
制
度
を
書
い
た
も
の
で
、『
周
官
』
と
も
い
う
。

④ 

周
代
の
官
僚
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
に
つ
い
て
書

い
た
も
の
。

⑤ 

『
周
礼
』『
儀
礼
』
は
周
の
文
王
の
弟
で
あ
る
周
公
旦
が
書
い
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
。

⑥ 

周
末
か
ら
秦
漢
に
か
け
て
の
礼
に
関
す
る
説
を
集
録
し
た
書
。

⑦ 

岩
波
本
「
少
シ
ヅ
ヽ
」。

⑧ 

音
楽
に
つ
い
て
書
い
た
『
楽
経
』
の
こ
と
。
秦
の
始
皇
帝
の
焚

書
で
滅
び
た
と
も
最
初
か
ら
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

⑨ 

孔
子
お
よ
び
そ
の
門
人
の
言
行
録
。
戦
国
末
か
ら
漢
に
か
け
て

成
立
し
た
。

⑩ 

孔
子
が
曾
子
に
孝
に
つ
い
て
説
く
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い

る
。
漢
代
初
め
の
成
立
か
。

⑪ 

岩
波
本
は
「
所
謂
」。

⑫ 

春
秋
斉
の
宰
相
管
仲
に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
法
家
の
書
。

⑬ 

周
の
老
子
の
著
書
と
さ
れ
る
書
。
老
子
に
つ
い
て
は
存
在
の
有

無
も
含
め
て
諸
説
が
あ
る
。

⑭ 

戦
国
時
代
の
荘
周
の
著
書
。
内
篇
七
篇
だ
け
が
荘
周
の
著
と
見

ら
れ
、
外
・
雑
篇
は
後
人
の
作
と
い
う
。

⑮ 

戦
国
時
代
韓
の
思
想
家
申
不
害
に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
法
家
の

書
。

⑯ 

戦
国
末
期
の
韓
非
子
の
著
。
法
家
思
想
を
集
大
成
し
た
も
の
。

の
ち
、
唐
の
韓
愈
を
韓
子
と
尊
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

『
韓
非
子
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑰ 

戦
国
時
代
の
思
想
家
、
楊
朱
を
い
う
。
道
家
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
著
書
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
名
が
『
孟
子
』
に
出
て

い
る
こ
と
か
ら
前
四
世
紀
ご
ろ
に
実
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
主
要
な
学
説
は
『
列
子
』
楊
朱
篇
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑱ 

戦
国
時
代
の
墨
翟
と
そ
の
学
派
（
墨
家
）
の
学
説
を
記
し
た

書
。

⑲ 
戦
国
時
代
の
列
禦
寇
の
作
と
い
わ
れ
る
が
、
魏
晋
時
代
の
偽
作

ら
し
い
。
道
家
に
属
す
。

⑳ 

戦
国
末
期
の
儒
者
、
荀
況
（
荀
卿
、
孫
卿
と
も
よ
ぶ
）
の
著

書
。

㉑ 

前
漢
の
儒
学
者
董
仲
舒
。
公
羊
学
を
専
門
と
し
た
。
著
に
『
春
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秋
繁
露
』
が
あ
る
。

㉒ 
前
漢
初
期
、
淮
南
王
劉
安
が
幕
下
の
学
者
に
命
じ
て
作
ら
せ
た

書
。
雑
家
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
思
想
的
に
は
道
家
を
主
と

し
て
い
る
。

㉓ 

戦
国
楚
の
屈
原
の
作
品
と
そ
の
門
下
お
よ
び
後
人
が
そ
れ
に
な

ら
っ
て
作
っ
た
作
品
を
集
め
た
も
の
。

㉔ 

漢
の
孔
鮒
の
編
と
い
わ
れ
る
が
後
世
の
偽
作
。
孔
子
や
そ
の
弟

子
の
言
行
を
記
し
た
も
の
。

㉕ 

兵
書
は
兵
法
を
記
し
た
書
物
。『
孫
子
』『
呉
子
』『
司
馬
法
』

『
六
韜
』『
尉
繚
子
』『
李
衛
公
問
対
』
は
兵
法
の
七
書
と
し
て

知
ら
れ
る
。

㉖ 

徂
徠
『
孟
子
識
』
は
孟
子
を
「
後
世
儒
家
者
流
之
祖
」
と
し
、

「
不
能
為
古
聖
賢
之
徒
」
な
ど
と
言
う
。

【
現
代
語
訳
】

　

周
の
時
代
に
読
ま
れ
た
書
は
、
現
存
す
る
「
虞
書
」「
夏
書
」

「
商
書
」
で
あ
っ
て
、
み
な
『
書
経
』
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
。

孔
子
の
時
代
、
学
問
と
い
え
ば
こ
れ
ら
に
加
え
て
『
易
』『
詩
』

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
周
礼
』『
儀
礼
』
も
あ
る
が
、
現
存
の
二
礼

は
周
公
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、『
礼
記
』

の
中
に
少
し
ず
つ
出
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
楽
経
』
と
い
う
も

の
も
あ
っ
た
が
、
今
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
あ
っ
た
の

か
は
知
ら
な
い
。
昔
は
六
経
の
語
は
な
か
っ
た
。『
易
』『
書
』

『
詩
』『
礼
』『
楽
』『
春
秋
』
を
六
経
と
す
る
の
は
、
孔
子
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
漢
以
後
、『
論
語
』『
孝
経
』
を
加
え
、『
楽
』
を

除
い
て
七
経
と
い
う
。

　

諸
子
の
書
も
お
い
お
い
に
出
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
『
管
子
』

『
老
子
』『
荘
子
』『
申
子
』『
韓
子
』『
楊
子
』『
墨
子
』『
列
子
』

『
荀
子
』『
董
子
』『
淮
南
子
』
な
ど
が
あ
る
（
欄
外
：
『
楚
辞
』・

『
孔
叢
子
』
も
）。
兵
法
の
書
に
も
『
孫
子
』『
呉
子
』『
司
馬
法
』

が
あ
る
が
、
諸
子
の
類
は
読
ま
な
く
て
も
す
む
だ
ろ
う
。
徂
徠
氏

は
孟
子
を
批
判
し
、
諸
子
の
類
い
で
あ
る
と
悪
口
を
言
っ
て
い
る

が
、
そ
の
書
を
読
ん
で
、
そ
の
書
が
諸
子
に
並
ぶ
も
の
で
は
な

く
、
卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
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